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特
定
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
透
明
性
及
び
公
正
性
の
向
上
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

特
定
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
透
明
性
及
び
公
正
性
の
向
上
に
関
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

目
次
中
「
第
十
六
条
」
を
「
第
十
八
条
」
に
、
「
第
十
七
条
―
第
二
十
二
条
」
を
「
第
十
九
条
―
第
二
十
三
条
」
に
、
「
第

二
十
三
条
―
第
二
十
五
条
」
を
「
第
二
十
四
条
―
第
二
十
六
条
」
に
改
め
る
。 

 

第
一
条
中
「
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提
供
者
の
自
主
性
及
び
自
律
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
商
品
等
提
供
利
用
者
」
を
「
商

品
役
務
等
提
供
利
用
者
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
中
「
商
品
等
」
を
「
商
品
役
務
等
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
号
」
の

下
に
「
及
び
附
則
第
三
条
第
三
項
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
商
品
等
提
供
利
用
者
」
を
「
商
品
役
務
等
提
供
利
用
者
」
に
、

「
商
品
等
を
」
を
「
商
品
役
務
等
を
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
商
品
等
提
供
利
用
者
」
を
「
商
品
役
務
等
提
供
利
用
者
」

に
改
め
る
。 

 

第
三
条
中
「
の
た
め
の
取
組
を
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
、
国
の
関
与
そ
の
他
の
規
制
を
必
要
最
小
限

の
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提
供
者
の
創
意
と
工
夫
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
」
を
「
に
つ
い
て

責
任
を
果
た
す
こ
と
を
基
本
と
し
、
国
の
適
切
な
関
与
そ
の
他
の
規
制
を
行
う
」
に
、
「
商
品
等
提
供
利
用
者
」
を
「
商
品
役



 

  
 

二

務
等
提
供
利
用
者
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
条
第
一
項
中
「
商
品
等
」
を
「
商
品
役
務
等
」
に
改
め
、
「
自
主
的
な
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
商
品
等
提
供
利

用
者
」
を
「
商
品
役
務
等
提
供
利
用
者
」
に
改
め
、
「
同
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
必
要
な
最
小
限
度
の
範
囲
に
限
っ
て
行
わ

れ
る
よ
う
」
を
削
る
。 

 

第
五
条
第
一
項
中
「
第
九
条
第
四
項
並
び
に
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
十
条
第
四
項
並
び
に
第
十
一
条
第
一
項
」
に
、
「
及

び
次
条
第
一
項
」
を
「
、
次
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
商
品
等
提
供
利
用
者
（
」

を
「
商
品
役
務
等
提
供
利
用
者
（
」
に
、
「
第
十
二
条
第
三
項
並
び
に
第
十
三
条
第
一
号
」
を
「
第
九
条
第
一
号
及
び
第
四
号
、

第
十
三
条
第
三
項
並
び
に
第
十
四
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
商
品
等
提
供
利
用
者
」
を
「
商
品
役
務
等
提
供
利
用
者
」

に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
こ
の
条
」
の
下
に
「
及
び
第
九
条
第
三
号
」
を
加
え
、
「
商
品
等
に
」
を
「
商
品
役
務
等
に
」
に
、
「
商

品
等
提
供
利
用
者
」
を
「
商
品
役
務
等
提
供
利
用
者
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
商
品
等
提
供
デ
ー
タ
」
を
「
商
品
役
務
等
提
供

デ
ー
タ
」
に
、
「
商
品
等
提
供
利
用
者
が
提
供
す
る
商
品
等
」
を
「
商
品
役
務
等
提
供
利
用
者
が
提
供
す
る
商
品
役
務
等
」
に

改
め
、
同
条
ホ
中
「
商
品
等
提
供
利
用
者
」
を
「
商
品
役
務
等
提
供
利
用
者
」
に
、
「
商
品
等
提
供
デ
ー
タ
」
を
「
商
品
役
務

等
提
供
デ
ー
タ
」
に
改
め
、
同
号
へ
及
び
ト
中
「
商
品
等
提
供
利
用
者
」
を
「
商
品
役
務
等
提
供
利
用
者
」
に
改
め
、
同
項
第



  
 

三

二
号
ロ
中
「
商
品
等
購
入
デ
ー
タ
」
を
「
商
品
役
務
等
購
入
デ
ー
タ
」
に
、
「
商
品
等
に
」
を
「
商
品
役
務
等
に
」
に
、
「
商

品
等
の
」
を
「
商
品
役
務
等
の
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
四
項
各
号
中
「
商
品
等
提
供
利
用
者
」

を
「
商
品
役
務
等
提
供
利
用
者
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
条
第
一
項
中
「
商
品
等
提
供
利
用
者
」
を
「
商
品
役
務
等
提
供
利
用
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
二
項
」

を
「
第
十
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
各
号
中
「
商
品
等
提
供
利
用
者
」
を
「
商
品
役
務
等
提
供
利
用
者
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
五
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。 

 

第
二
十
四
条
第
二
号
中
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第

十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
第
二
十
三
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。 

 

第
二
十
二
条
中
「
第
十
九
条
」
を
「
第
二
十
条
」
に
、
「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
一
条
」
に
改
め
、
第
三
章
中
同
条
を
第

二
十
三
条
と
し
、
第
二
十
一
条
を
第
二
十
二
条
と
し
、
第
二
十
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。 

 

第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
し
、
第
十
八
条
を
第

十
九
条
と
す
る
。 

 

第
十
七
条
を
削
り
、
第
二
章
中
第
十
六
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。 



 

  
 

四

 
第
十
五
条
第
一
項
中
「
商
品
等
提
供
利
用
者
」
を
「
商
品
役
務
等
提
供
利
用
者
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。 

 

第
十
四
条
中
「
商
品
等
提
供
利
用
者
」
を
「
商
品
役
務
等
提
供
利
用
者
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。 

 

第
十
三
条
中
「
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
私
的
独
占
禁
止
法
」

と
い
う
。
」
を
加
え
、
「
同
法
」
を
「
私
的
独
占
禁
止
法
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
前
二
号
」
を
「
前
三
号
」
に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
中
「
商
品
等
提
供
利
用
者
」
を
「
商
品
役
務
等
提
供
利
用
者
」
に
改
め
、
同
号
を
同

条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
中
「
商
品
等
提
供
利
用
者
」
を
「
商
品
役
務
等
提
供
利
用
者
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号

と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

一 

当
該
行
為
が
第
九
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

 

第
十
三
条
を
第
十
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
私
的
独
占
禁
止
法
の
特
例
） 

第
十
五
条 

私
的
独
占
禁
止
法
第
二
十
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
課
徴
金
の
納
付
を
命
ず
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
者
が
第

九
条
第
二
号
又
は
第
四
号
に
該
当
す
る
行
為
を
行
っ
た
特
定
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提
供
者
で
あ
る
と
き
は
、
私
的

独
占
禁
止
法
第
二
十
条
の
六
中
「
百
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
五
」
と
す
る
。 



  
 

五

２ 

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
者
が
当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
開
始
日
（
私
的
独
占

禁
止
法
第
十
八
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
調
査
開
始
日
を
い
う
。
）
か
ら
遡
り
十
年
以
内
に
私
的
独
占
禁
止
法
第
二
十
条

の
六
の
規
定
に
よ
る
命
令
（
第
九
条
第
二
号
又
は
第
四
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
（
当
該
命
令
が
確
定
し
て
い
る
場
合
に

限
る
。
）
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
特
定
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提
供
者
（
当
該
命
令
の
日
以
後
に
お
い
て
当
該
違
反

行
為
を
し
て
い
た
者
に
限
る
。
）
で
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
私
的
独
占
禁
止
法
第
二
十
条
の
六
中
「
百

分
の
一
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
十
」
と
す
る
。 

 

第
十
二
条
第
二
項
中
「
第
十
条
第
三
項
」
を
「
第
十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
条
第
三
項
」
を
「
第

十
一
条
第
三
項
」
に
、
「
商
品
等
提
供
利
用
者
」
を
「
商
品
役
務
等
提
供
利
用
者
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
十

一
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
十
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。 

 

第
九
条
第
六
項
中
「
自
主
的
な
」
を
削
り
、
同
条
を
第
十
条
と
し
、
第
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
特
定
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提
供
者
の
遵
守
事
項
） 

第
九
条 

特
定
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提
供
者
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

一 

自
己
又
は
自
己
が
株
主
若
し
く
は
役
員
で
あ
る
会
社
が
商
品
役
務
等
提
供
利
用
者
と
国
内
に
お
い
て
競
争
関
係
に
あ
る



 

  
 

六

こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
商
品
役
務
等
提
供
利
用
者
に
対
し
て
当
該
特
定
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
提
供
を
拒

絶
す
る
こ
と
。 

二 

自
己
の
指
定
す
る
商
品
若
し
く
は
権
利
を
購
入
す
る
こ
と
又
は
自
己
の
指
定
す
る
他
の
役
務
の
有
償
の
提
供
を
受
け
る

こ
と
を
条
件
と
し
て
、
当
該
特
定
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
こ
と
。 

三 

不
当
に
一
般
利
用
者
を
自
己
又
は
自
己
が
株
主
若
し
く
は
役
員
で
あ
る
会
社
と
取
引
す
る
よ
う
に
誘
引
す
る
目
的
を
も

っ
て
、
当
該
特
定
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
場
に
お
い
て
、
一
般
利
用
者
が
検
索
に
よ
り
求
め

る
商
品
役
務
等
に
係
る
情
報
そ
の
他
の
商
品
役
務
等
に
係
る
情
報
に
順
位
を
付
し
て
表
示
す
る
場
合
に
お
け
る
、
当
該
順

位
を
決
定
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
事
項
を
設
定
し
、
又
は
変
更
す
る
こ
と
。 

四 

商
品
役
務
等
提
供
利
用
者
に
対
す
る
当
該
特
定
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
提
供
条
件
に
つ
い
て
、
商
品
役
務
等

提
供
利
用
者
の
事
業
の
運
営
に
重
大
な
支
障
を
生
ず
べ
き
変
更
を
一
方
的
に
加
え
る
こ
と
。 

 

附
則
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 



  
 

七

 
（
経
過
措
置
） 

第
二
条 

第
十
五
条
の
規
定
は
、
次
項
に
定
め
る
も
の
を
除
き
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
同
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い

う
。
）
以
後
に
開
始
さ
れ
た
行
為
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 

２ 

第
十
五
条
の
規
定
は
、
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
、
施
行
日
以
後
に
終
わ
っ
た
行
為
の
う
ち
施
行
日
以
後
に
係
る
も
の
に
つ

い
て
適
用
す
る
。 

 

（
検
討
） 

第
三
条 

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
一
年
以
内
を
目
途
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提
供
者
の
活
動
に
関
す

る
実
態
の
調
査
及
び
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提
供
者
と
利
用
者
と
の
間
の
紛
争
の
調
停
を
中
立
公
正
な
立
場
に
お
い

て
行
う
機
関
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
の
施
行
の
状
況
及
び
経
済
社
会
情
勢
の
変
化
を

勘
案
し
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

政
府
は
、
委
託
を
受
け
て
被
提
供
者
に
商
品
役
務
等
を
提
供
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
の
処
遇
の
改
善
の
た
め
の
措
置
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 


